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1. 講演内容の要約
$\mathcal{A}$-超幾何系 ([6]) の $D$-加群的な不変量と行列 $A$ の定める整数計画問題および多面体に関
する種々の量との間には下の表のようにいろいろな関係があることがわかりつつある. こ

の講演では, この表の最後の 2つ, $\mathcal{A}$-超幾何系の Indicial 多項式と整数計画問題の最適
コストの関係および Indicial 多項式の具体的な形について論じる. (なお, [10] では indicial
多項式は $b$-function とよばれている. indicial 多項式は常微分方程式の特性多項式の偏微
分方程式系への拡張である)

ここで, red facets, blue facets は次のように定義する. 点 $a_{i}$ に赤い尤源をお印 この光

を残りの点の凸包にあてて, 光のあたる facet を red facet, 当らない facet を blue facet と

よぶ. ある重複度を定義すると b-関数の因子は blue facet に, indicial 多項式の因子は red

facet に–対–に対応する. これが主定理である.
つぎに, 最適 cost について説明する. $A$ を $d\cross n$ 行列としその成分はすべて非負整数と

する $(n\geq d)$ . 整数を成分とするベクトル\alpha \in A $\mathrm{N}^{n}\subseteq \mathrm{N}d$ に対して, 条件

$Ay=\alpha$ (1)

を満たす非負整数を成分とするベクトル $y\in \mathrm{N}$
’ 全体を整数計画問題 (1) の feasible points

とよぶ. $w\in \mathrm{N}$
’ を weight $\mathrm{v}\mathrm{e}\mathrm{C}\{_{0}\mathrm{r}$ とするとき $w\cdot y$ を最小化するベクトル $y$ を feasible
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points のなかで見つける問題を最適化問題という. この最小値を最適コストとよぶ. 単位

weight vector に対しては, 最適コストは Indicial 多項式の根となる.
$A$ 超幾何系と整数計画問題を関連づけるために次のような多項式を考える.

$\Phi(\alpha;x)=\sum_{kAk=\alpha\geq:i0}x^{k}/k^{\mathrm{f}}.$
, $k!=k_{1}!\cdots k_{n}!$ .

この多項式は feasible $\mathrm{p}_{\mathrm{o}\mathrm{i}\mathrm{n}}\mathrm{t}\mathrm{s}$ の母関数となっており, さらに行列 $A$ の定義する A-超幾何
系の解である. Indicial 多項式の具体形をもとめるにはこの対応が基本的である.
なお, この研究では, 予想の検証, 反例の構成定理の証明に, D-霞群の不変量を求める

T. Oaku のアルゴリズム ([10]) および $\mathrm{k}\mathrm{a}\mathrm{n}/\mathrm{S}\mathrm{m}\mathrm{l}$ や D-Macaulay ([22]), さらに $\mathrm{R}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{a}/\mathrm{A}\mathrm{S}\mathrm{i}\mathrm{r}$

の準素イデアル分解 ([7]) を用い, 計算代数による実験が極めて有効であった.
その他の話題としては, hyPergeometric function の contiguity $\mathrm{r}\mathrm{e}1\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{i}_{\mathrm{o}}\mathrm{n}$ を用いた feasible

$\mathrm{p}_{\mathrm{o}\mathrm{i}\mathrm{n}}\mathrm{t}\mathrm{s}$ の数え上げの話もあるが, ここでは触れない. ここで述べた話については,
http: $//\mathrm{w}\mathrm{w}\mathrm{w}$ .math. $\mathrm{s}$ .kobe-u.ac. $\mathrm{j}\mathrm{p}/\mathrm{H}0\mathrm{M}\mathrm{E}/\mathrm{t}\mathrm{a}\mathrm{k}\mathrm{a}$ に論文 [13] を置く予定なのでそちらを
見て下さい.
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